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   A 49-year-old female was admitted for evaluation of the abdominal mass which had been 
incidentally found by ultrasonography during the work up of diabetes mellitus. There was 
no evidence suggesting hormonal hyperactivity along with the clinical symptoms and the 
laboratory data. CT scan revealed a small round mass over the right renal upper pole which 
was in homogenously enhanced by contrast dye. Right adrenal venography showed the round 
mass compressing the right adrenal central vein, and hormonal sampling in several portions 
of the venous system gave unremarkable results. The abdominal mass  was resected and the 
histologic diagnosis was benign adrenal cortical adenoma. 
   This case of nonfunctioning adrenal cortical adenoma is presented, and the management 
of asymptomatic adrenal tumors incidentally found was discussed. 






























ず,顔 貌正常.頸 部,体幹,四 肢に異常な脂肪沈着,
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色 素 沈 着 み られ ず,異 常 発 毛 もみ られ な い 。表 在 リ ン
パ 節 触 知 せ ず 、 胸 部理 学 所 見 異 常 な し.腹 部 理 学 所 見
では 肝 を1横 指触 知 す るが,そ の 他腹 部 腫瘤 触 知 せ ず
異 常 を 認 め な い.
入 院 時 検 査所 見
血 液 一 般 検 査=RBc4.54×106/#1,wBc6.3×Io3/
μ1,Hbl3.4g/dl,Ht39.8%,PlateI8.5×104/pl,
ESRI時 間値7mm,2時 間値20mm,CRP(一)





尿 所 見'黄 色 透 明,比 重1.021,PH5,蛋 白(一),
ブ ドウ糖(+)
尿 沈 渣所 見=WBC(一),RBC(一),細 胞 診 陰 性
内分 泌 機 能 検査:Tablc1に 示 す ごと く末 梢 血 お よ
び 尿 に は あ き らか な 異 常 を認 め なか った.
画 像診 断
腹 部超 音 波 所 見:右 副 腎部 に 一 致 して 内 部 エ コー均
一 の 限 局性 腫 瘤 を 認 め た.そ の他,肝,胆 嚢,腎 な ど
に は異 常 は認 め られ な か った.
副 腎 シ ンチ グ ラ ム=1311ア ド ス テ ロー ルに よる








































腹 部CTス キ ャ ン 右 副 腎 と 思わ れ る 部位 に 辺縁
がsmoothな 円形 の 腫瘤 を認 めenhance後 はde-
nsityがhomogcnousでな くな り充 実 性 の腫瘍 が疑
わ れ た.そ の 他 の諸 臓 器 に は 異 常所 見 はみ られ な か っ
た,
右 副 腎 静 脈 造影:centralveinを圧 排 す る4×5cm
の 円形 の腫瘤 を認 め た.副 腎 静脈 造 影 に さ い し,右 副
腎 静 脈,そ の下 大 静 脈 流 入 部 の上 下 お よび 左 腎 静 脈 で
採 血 し,お の お の,aldosterone,cortisol,catccho-
lamineを測 定 した.aldosterone,cortisolには大
きな 変 化 は み ら れ な か った が,右 副 腎 静 脈に お い て
catecholamineの上 昇 を 認 め た た め 褐 色 細胞 腫 も疑
い,ヒ ス タ ミン誘 発 試 験 を 施 行 した が 反 応 は ま った く
み られ なか った.
以上 の所 見 よ り内 分 泌非 活 性 副 腎 腫瘍 と診断 し,悪
性 腫 瘍 も否 定 で きな い ため 当院 泌 尿 器科 に て右 副 腎 摘
出術 を施 行 した.な お,耐 糖 能 の 異 常 は入 院 後 食 事 療
法 で改 善 し,尿 糖 もほぼ 常 時 陰性 とな った.
手 術 所 見:全 麻 下,仰 臥 位,腹 部正 中 切 開 に て 開 腹
した,肝,胆 嚢 そ の他 の諸 臓 器に は著 変 み られ ず,腹
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構築を示 してお り,一部好酸球の浸潤を認める.あ き




































大きさをみるといずれ も径10cm以 上のものであ り,
偶然に発見された例では径5CinL!下の小さいもので
ある.本症例は超音波検査により発見されたものであ











早期治療(手 術)が 必要と述べている.い っぽう,非
Table3.内分泌非活性副腎皮質腺腫(本 邦報告例)
報告者(年度)患 側 主 訴 大 きさ(cm) 重量(9)
1.林 ・ほか(1961)
2.栗 田 ・ほ か(tg64)
3.中 西 ・ほ か(1967)
4.中 西 ・ほか(1967)
5.山 内 ・ほ か(1968)
6.上 田 ・ほ か(tg71)
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